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田林　明先生略歴・著作目録
略　　　歴
1948年５月９日 富山県魚津市に生まれる
1967年３月 富山県立富山中部高等学校卒業
1967年４月 東京教育大学理学部地学科地理学専攻入学
1971年３月 同上卒業
1971年４月 東京教育大学大学院理学研究科修士課程地理学専攻入学
1973年３月 同上修了
1973年４月 東京教育大学大学院理学研究科博士課程地理学専攻入学
1975年４月 同上退学
1975年５月 東京教育大学理学部助手
1977年４月 筑波大学地球科学系助手
1980年６月 筑波大学地球科学系講師
1988年４月 筑波大学地球科学系助教授
1997年３月 筑波大学地球科学系教授
2004年４月 国立大学法人筑波大学大学院生命環境科学研究科教授
2011年10月 国立大学法人筑波大学生命環境系教授
 現在に至る
2000年４月 筑波大学大学院地球科学研究科長（任期期間2002年３月まで）
2001年４月  筑波大学大学院生命環境科学研究科地球環境科学専攻長 
（任期期間2004年３月まで）
2005年４月 筑波大学地球科学系長（任期期間2007年３月まで）
2010年４月 筑波大学生命環境学群長（任期期間2012年３月まで）
現在まで勤めた非常勤講師
 茨城大学教育学部
 お茶の水女子大学文教育学部・大学院人間文化研究科
 金沢大学教育学部
 京都大学文学部・大学院文学研究科
 聖徳大学児童学部
 東京大学大学院総合文化研究科
 東北大学理学部・大学院理学研究科
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獨協大学経済学部
富山大学教育学部
名古屋大学文学部
日本大学文理学部・大学院理工学研究科
北海道大学文学部
流通経済大学経済学部
立教大学文学部
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